
５明同鉄研第１号  

令和５年（２０２３年）６月 ２日  

 

明星同窓会事務局 様 

（会報編集委員会） 

 

鉃研会長 甘利 拓也      

 

原稿執筆について（回答） 

 

様、    様からの、原稿執筆のお願い（令和５年５月吉日付け２６日収受）

を受け、次のとおり回答いたします。 

なお本件は、  様の携わる最後の原稿で、かつ同窓会活性化委員長を兼務する  様の

依頼でしたので、書かせていただきました。 

ゆえに、本件の取り扱いにつきましては、    様にすべて委任いたします。 

日本国憲法の下、民法の定めるところによって、鉃研会長または受任者が許可せぬ、加減

筆及び修正、並びに望まぬ掲載方が認められた場合は、本誌の抹消だけでなく、明星同窓会

へ、多岐にわたる謝罪と名誉回復を、要求しますことを明示いたします。なお、この要求は、

この回答文の収受をもって、承認いただいたと判断いたします。 

最後に、会報編集委員会におかれましては、引き続きの御活躍を、遠くからお祈り申し上

げます。 

 

記 

 

明星学苑の創立１００周年、おめでとうございます。じつは今年、鉄道研究部支部会鉃研

会も、設立１０周年を迎えました。そして鉄道研究部自体も、まもなく創部半世紀を迎えま

す。 

学苑の建学の精神や、教育理念が変わってしまっても、鉄道研究部は何も変わらないでい

たいと、考えております。後輩たちが困らぬよう、私たちの過去から、困難に立ち向かう技

を、しっかりと伝えてゆきたいと思っています。そしてそこから、未来へつながる線路を、

しっかりと敷いてほしいと願っております。  

 

以 上   

 


